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を
記
録
。
町
内
随
所
に
大
き
な
傷
跡
を

残
し
ま
し
た
。

特
に
、
土
谷
川
は
こ
れ
ま
で
に
経
験

の
な
い
ほ
ど
増
水
。
濁
流
と
な
っ
て
、

床
下
浸
水
や
河
岸
・
農
地
な
ど
の
決

壊
、
冠
水
な
ど
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら

平
成
十
四
年
七
月
、
台
風
六
号
が
東

北
地
方
太
平
洋
沿
岸
を
北
上
。
十
日
か

ら
十
一
日
に
か
け
て
、
県
内
全
域
で
激

し
い
雨
と
な
り
ま
し
た
。
盛
岡
地
方
気

象
台
の
鐚
巻
地
域
気
象
観
測
所
（
役
場

裏
に
設
置
）で
は
、二
日
間
で
一
二
三
㍉

清
流
を
未
来
に
誓
う
土
谷
川

心
を
つ
な
ぐ

ふ
る
さ
と
の
自
然

希少動植物を保護するために設けた
保全ゾーン。コンクリートで護岸工
事後、その場所に元々あった表土で
覆い、工事前と変わらぬ自然環境と
景観が保たれています。（志民沢）

長
年
に
わ
た
り
、
流
域
に
暮
ら
す
人
た
ち
の
生
活
を
潤
し
、
ま
た

幾
度
と
な
く
自
然
の
猛
威
で
惑
わ
せ
て
き
た
「
準
用
河
川
土
谷
川
」。

平
成
十
四
年
の
大
雨
被
害
に
よ
る
災
害
復
旧
事
業
が
約
四
年
の
歳
月

を
経
て
完
成
し
、
六
月
二
日
、
竣
工
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

間
、地
域
に
残
さ
れ
て
い
た
希
少
動
植
物
と
共
存
す
る
川
づ
く
り
が
、

多
く
の
人
た
ち
の
手
で
進
め
ら
れ
、
川
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

こ
の
事
業
を
通
じ
て
「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
誇
り
に
思
う
心
」
が
広

が
り
を
み
せ
て
い
ま
す
。

甚
大
な
被
害
に

念
願
の
土
谷
川
改
修

し
ま
し
た
。

台
風
が
心
配
の
種

「
台
風
の
時
期
が
、
心
配
の
種
で
な

っ
す
。
今
は
、
工
事
の
お
陰
で
高
枕
で

寝
ら
れ
て
幸
せ
で
す
よ
」
と
元
木
自
治

会
長
の
元
村
義
男
さ
ん（
73
・
志
民
沢
）

は
、
念
願
の
河
川
改
修
を
喜

び
ま
す
。

「
こ
の
辺
は
沢
が
多
く
て

す
ぐ
に
水
が
出
る
の
で
、
雨

降
り
が
二
、
三
日
続
く
と
い

つ
も
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

梅
雨
時
や
台
風
の
時
に
は
、

工
事
区
間
は
、
土
谷
川
「
道
の
駅
く

ず
ま
き
高
原
」
付
近
か
ら
小
屋
瀬
の
山

形
川
と
の
合
流
地
点
ま
で
の
約
七
㌔
。

そ
の
区
間
に
は
、「
い
わ
て
レ
ッ
ド
デ

ー
タ
ブ
ッ
ク
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
希

少
動
植
物
が
八
種
類
も
生
育
、
生
息
し

て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
土
谷
川

の
整
備
計
画
は
「
清
流
を
未
来
に
誓
う

土
谷
川
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

希
少
動
植
物
と
共
存
し
、
景
観
に
配
慮

し
た
川
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。

新
し
い
取
り
組
み

町
は
、
よ
り
良
い
川
づ
く
り
の
た
め
、

①
治
水
対
策
を
主
に
立
案
す
る
「
計
画

検
討
委
員
会
」
②
希
少
動
植
物
や
環
境

対
策
を
立
案
す
る
「
希
少
動
植
物
対
策

検
討
委
員
会
」
③
地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
た
計
画
の
最
終
決
定
す
る
「
土
谷

川
の
川
づ
く
り
を
共
に
考
え
る
会
」
を

設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
事
業
と
の
大
き
な
違
い

は
、
地
元
と
学
識
経
験
者
、
行
政
が
事

業
の
着
工
前
や
途
中
の
段
階
で
、
何
度

も
協
議
し
な
が
ら
理
想
的
な
川
づ
く
り

を
進
め
て
き
た
こ
と
。
地
元
の
小
中
学

生
が
自
然
保
護
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

施
工
業
者
で
組
織
さ
れ
た
「
土
谷
川

安
全
協
議
会
」
も
ま
た
、
動
植
物
の
保

護
や
河
川
ふ
れ
あ
い
行
事
へ
の
参
加
協

力
な
ど
積
極
的
に
川
づ
く
り
に
関
わ
っ

て
き
ま
し
た
。

施
工
業
者
の
一
人
、
鐚
巻
土
建（
株
）

の
山
口
崇
さ
ん
（
28
・
新
町
）
は
「
人

と
環
境
と
が
共
存
す
る
今
回
の
工
事
の

経
験
を
、
次
の
工
事
に
生
か
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
事
業
を
通

じ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
も
っ
と
川
に
親

し
ん
で
く
れ
れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と
期

待
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

平成14年月の豪雨で冠水したパイプハウス（志民沢）

昔
か
ら
田
畑
や
家
屋
に
も
被
害
が
起
き

る
所
だ
っ
た
の
で
、
土
谷
川
を
何
と
か

改
修
で
き
な
い
か
と
、
地
区
で
町
や
議

会
に
陳
情
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
よ
」

と
当
時
を
思
い
起
こ
し
ま
す
。

平
成
十
四
年
は
、
立
て
続
け
に
八
月

に
も
災
害
が
起
き
た
年
。
七
月
災
と
合

わ
せ
る
と
町
道
や
橋
、
河
川
の
被
災
箇

所
は
、
町
全
域
で
七
十
三
カ
所
。
被
害

総
額
は
約
十
五
億
四
千
八
百
万
円
に
上

り
ま
し
た
。

そ
の
大
半
を
占
め
た
土
谷
川
の
被
害

額
は
、
約
十
一
億
円
。
国
の
災
害
査
定

で
、
復
旧
事
業
と
一
般
の
改
修
事
業
が

同
時
に
行
え
る
「
河
川
等
災
害
関
連
事

業
」
と
し
て
採
択
さ
れ
、
総
事
業
費
約

二
十
一
億
七
百
万
円
の
巨
費
が
投
じ
ら

れ
ま
し
た
。

川づくりを共に考える会の
会長を務めた元村義男さん

希
少
動
植
物
と

共
存
す
る
川
づ
く
り

「清流を未来に誓う土谷川」と刻まれた
記念碑の除幕式（施工業者15社が寄贈。
小屋瀬農村センター裏に建立）


